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JavaneseIntellectuals'ConceptionoftheWest

- ACaseStudyofSoewardiSoerjaningratandhisColleaguesfrom1913to1922--

KenjiTsUcHIYA

SoewardiSoerjaningrat,aJavanesearistocratfrom thePakuAlam House of

Yogyakarta,leftJaveinSeptember1913,andstayedinHollandforsixyears,until

1919. DuringtheseyearsandthethreefollowinghisreturntoJava,thatis,upto

1922,whenhefoundedthefirstTamanSiswaschool,hcwasactiveasamilitant

anti-colonialwriter.TheHindiaPoetra(SonofIndia)underhiseditorshippropagat-

edhisideastowardsthe colonizedmotherlandandtheWest. Carefulscrutinyof

hiswritingsrevealsaslgni丘cantchangein1-isideasafterhisarrivalinHolland.

Previously,hismainconcernwasfocussedonthepoliticalissuesoftheEast

Indiesratherthanonthequestionof(Javanese)culture. When inHollandhe

becameinterestedinhisownJavanesecultureandbegantoadvocateittotheDutch

whom heconsidered had neglected the cultureand history ofhisnativeland.

Through this,hebecameinterestedinancientIndianphilosophy,whichwasunder-

goingarevivalatthattimeintheWest. ItalsorevivedinJava,whereitwas

knownasTheosophy. Wederopbouw (Reconstruction),anorganof"HetComitc

voorbetJavaanschNationalisme"(TheCommitteeforJavaneseNationalism),under

theeditorshipofSoetatmoSoerjokoesoemo,wascentralinadvocatingthisphilosophy.

Soetatmo,NotoSoeroto,and Soerjopoetro,personalfriendsofSoewardifrom the

PakuAlamHouse,allcontributedtothemagazine.TheyclaimedJavaneseautllen-

ticityasalegitimatesuccessorofancientIndianphilosophyandtriedtoreinterprete

itsothatitcouldberelevantto"thespiritoftheage"(Democracy).

TheywereallenchantedbyTagore'sasrama(traditionaldormitory)typeof

education,andrecognized itnotonlyasanadvancedtrendineducation which

mightresolveHthecrisisofWesternhumanityHbutalsoassomethingwhichcould

legitimizeJavaneseindigenoussocialvalues･
TheactivitesofSoewardiin flindiaPoetra andthoseofhiscomradesin

Wederopbouw werethusideologicalpreparationsfortheTamanSiswaeducational

system,andalsopavedthewayformodernlndonesianpoliticalideology,ilamely

Hdemocracyandleadership"orHguideddemocracyH.
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土屋:ジャワ知識人の西欧認識をめく小る諸問題 (1913午～1922年)

ま え が き

筆者は先にスワルデ ィ･スルヤニソグラット SoewardiSoerjaningrat,チプ ト･マンダンク

スモ TjiptoMangoenkoesoemo らがジャワを追放されるに至った経緯を明らかにした ｡1) こ

の うちスワルディに 焦点をあて 彼がオランダ-向かった 1913年か らジャワ-帰還後数年を経

て1922年にタマン ･シスワ学校を設立す るまでの時期の彼の軌跡を辿ると,そこには彼をめ ぐ

る一群のジャワ知識人が登場すること,そしてスワルデ ィを含めて彼 らが くジャワ主義〉 とで

も呼び うるような注 目すべき思想を抱懐 していた ことが認められる｡それは一万でブデ ィ･ウ

トキの思想の徹底化であるとともに他方でタマン ･シスワ設立の思想的背景を準備するもので

あった｡本稿ではスワルデ ィの思想的軌跡を辿 りなが らこの思想の内容 と特質を考察する｡

l スウルデ ィのオランダ認識

(1) スワルデ ィの諸論稿

スワルディがジャワを去った1913年 9月か ら再びジャワ-帰還 した1919年 9月の6年間2)お

よびその後1922年 7月にタマン ･シスワ学校を設立するまでの約 3年間,この総計 9年間 (こ

れは彼が24歳か ら33歳の時期にあたる)に彼が記した論稿を一覧にしてみると以下の通 りであ

るoなお執筆した月の半tj明しているものはあわせて書き添える｡3)

1)土屋健治 ｢『原住民委員会』をめぐる諸問題｣ 『東南アジア研究』15巻2号,1977,pp.13ト152.
2)1913年9月6日にスワルディは妻を伴ってバタグィア港からオランダ-向けて出発した｡9月13日にベ

ン/ガル湾上で ｢原住民委員会｣での自らの活動を総括する一文を記したがこjlは同年 r原住民委員会｣

刊行のパンフレット(オランダで土用坂)に掲載された｡東インド党の三人の指導者がオランダに到着し
たことは当時その地に在住していたインドネシ7.出身の留学生集団に新鮮な衝撃を与えた｡三名はこれ
ら留学生が1908年以降組織していた ｢東インド国体｣("IndischeVereeniging")に加入した｡しかし
チプトが到着後ただちに F東インド人』(DelndiかS)を創刊しデッケルとともに活発な言論活動を開
始するとともにオランダ社会民主党の党員と積極的に接触したのに対し,スワルディはそこから一歩身

を引き徐々にチプトとは性格の異なる活動に踏み込んでいった｡1913年から15年にかけてスワルディの

具体的な行動の軌跡は余り明らかではないがルフェーブルの記述に従えば, スワルディは-～グに属

を構えてのち--グの師範学校で教師の資格を得るとともに,1915年にオランダで最初の モヾンテッソ

リ学校'Yが--グで開設されたときにその理事の一人となった｡また同じ--グで 当三命の教育''をPLFT)

えたヤン･リフト-ルト(JanLigthart)に協力し彼の影響を受けたというO(LeFebre,"TamanSiswaH,
Orlentatie,No.43,1951,p.358. スワルディは1917年8月には追放解陳になるが欧州大戦の影響で彼

が実際にジャワ-戻るのはそれから2年後のことであった｡なお当時の在オランダインドネシア人留学

生の状態については次の永積昭の諭稿が周到に論じている｡雑誌 『ヒソディア･プトラ』の内容につい

て本稿はこの永積論文に負うところが大変大きかった｡ (永積昭 ｢オランダにおけるインドネシア留学

生の活動 (1908年～17年)- ｢インドネシア協会｣成立前史--｣ ごフ ジア経済』18巻3号,1977年,

pp,2--21.)

3)私見の限りでは以上の32点がスワルディの執筆になる諭稿であるが,この他に1916年の 『東インド教育

会議議事録』中に数カ所にわたってスワルディの発言が記載されている他, 『ヒンディア･プトラ』誌

の特別記事 ･報哲に彼の発言が記録されている場合がある｡(その一例として,｢東インド防衛問題に関
する会議｣におけるスワルディの発言があげられる｡これについては永積が前掲論文において周到な分

析と興味深い示唆とをその18ページから21ペ-ジにわたって与えている｡) さらにこの他 にもこの期間

の彼の言論活動の記録が,匿名で出された可能性を含めてなお存在しているかもしれない｡
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東南アジア研究 15巻4号

(1)1913 『解放の祝祭と解放の纂奪』 (9月)

(2)1913a 『サ レカ ット･イスラム (イスラム同盟) の素描』 (11月)

(3)1913b 『ラジマン博士と運動』 (12月)

(4)1913C 『独立記念式興とジャワ医学校生徒』 (12月)

(5)1914 『修正』 (1月)

(6)1914a 『ジャワの知識人と独立記念式典』 (1月)

(7)1914も 『ジャワ人と洋服』 (2月)

(8)1914C 『われわれの民族衣装』 (7月)

(9)1916 『ヒンデ ィア ･プ トラ誌刊行の辞』 (3月)

(10)1916a 『ファン ･デフェンテル氏 とバスキ氏の思い出=』 (3月?)

(u)1916b 『ある近代的ジャワ領主』

次にこれら32点の論稿の内,(1)はデッケル,チプトとともに刊行したパンフレットにマレー語訳とと

もに掲載されたもの,(2)から(8)までほ,オランダでチプトが主宰した雑誌 『東イソド人』に掲載された

もの,(9)から(13までほ,スワルディ自身が1916年から1917年にかけて主宰した雑誌 『ヒソディア ･プト

ラ』誌に掲載されたもの,(14)は ｢植民地教育会議｣ のために用意された諭稿,(lE)から銅までと(2g)は同
じく LrPヒンディア ･プトラLコに掲載されたもの,(24)(29はアムステルダムの新聞に掲載されたもの,(2郎ま

｢インドネシア学徒連合｣の機関日出こ掲載されたもの,(2かよブディ･ウトモ創立10周年を期に刊行され
た F]スソバンシ｡‖こ掲載されたもの,鱒は東インド先の刊行物に掲載されたもの,鍋8かまバンドゥソの
日刊紙 『デ ･エクスプレス』に掲載されたものである｡なお,(lS(21)鋤は 『蘭領東インド,過去と現在』
(1916年から1936年にわたってオランダで刊行された雑誌)に,はば同内容のものが掲載されている｡

なおまた,以上のうち,(8)(ll)(113)(1舶1)は 1967年に刊行されたスワルディの著作集文化編にインドネシア

語訳が付されて転戦されている｡
この内筆者が現在までに入手しえた論稿 は,(1)及び(8)から(23)までの各稿及び(2頚鋤の19点に留まるoL
たがってそれ以外の13点については題名と執筆時期,掲載誌を知 りうるに留まる｡以上のリストはサグ

ィトル及びスルヨミ-ルジコが各々作成した論文 リス トと筆者自身の文献蒐集を加えて作成したもので

ある｡これらの論稿はすべてオランダ詔で記されているが.以下にその原題と掲載誌,掲載時期を掲げ
ておく｡

(1) HVrijheidsherdenkingenVrijheidsberooving"/"MemoedjiKemerdikaandanMerampasKemer-

dikaan,"(DouwesDekker,TjiptoMangoenkoesoemo,Sc'ewardiSoerjaningrat,Mijmeringe72

vanZndiersoverZlollands･Feestvierderl'jindeKolonie,Schiedam,1913,pp.7-10,35-38.).

(2) HEenSchetsvandeVereeningS̀arekatIslam､,HDL,I,ldiers(DI),Vol.i,No.3,(うNov.,1913

pp.26-27.

(3) HDr.Radjimanendebeweging,HDZ,Vol.1,No.7,4Dec.191:3,p.83.

(4) "DeOnafhankelijkheidsfeestenendeStovianen,MDI,Vol.1,No.7,4Dec.1913,p.tq3.

(5) "Rectihcatic,"DZ,Vol.1,No･13,13Jam.1914,pp.155-156.

(6) "Javaansche Intellectueelen en de Onafhankelijkheidsfeesten,"DZ,Vol.1,19Jam.1914,

pp.175-176.

(7) "JavaneninEuropeescheKleeding,"DZ,Vol.1,No.16,5Feb.1914,pp.191-192.

(Lq) HOnzeNationaalKleeding,=/HPakaianNasionalKita,H DZ,No.37,2July1914,pp.134-138.

(KarjaK.H.Dewantara,BagianKe-IZAIKebudajaan,Yogyakarta,1967,pp.264J279.,
(9) "Terlnleiding,"HindiaPoezra(HP),Vol.1,1916-1917,pp.1-3.

(lO) "TerGedachtenis,(Mr.C.ThDeventeren氏.Basoeki),HP,Vol.1,1916-1917,pp.6-7.
(u) "EenModerneJavaanscheVorst,"/"SeorangRadjaDjawaJaneModern,"HP,Vol.i,1916-

1917,pp.25-27.(KarjaK.H.Dewanlara.･KebudaJaan,PP.332-335.)

(lrA HHetOordeeloverHindiaPoetra,"HP,Vol.1,1916-1917,pp.33-36.
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土屋 :ジャワ知識人の西欧認識をめく･,る諸問題 (1913年･～1922年)

(1分1916c rヨヒソディア ･プトラに関する見解』

(191916d F言語と民族 』 (7月?)

(141916e ?教育機関で占めるべき土着言語 (および中国語とアラビア語)並びにオランダ語

(191916f

(16)1916g

(lj)1916h

(18)1916i

(19)1916j

eo)1917

el)1917a

の位置』 (8月)

アワヒディン･スディロフソド,追悼記』

『ジャンビ地方の反乱』

f東インド防衛問題』

(1917?) 『発言の権利｡』

(二1917?) 『双方の不信』

『ヒンディア ･プ トラ誌編集局便 り』

アパンゲラン･ア リオ ･ノ トディロジョの追想IL

個 "TaalonVolk,=/"BahasadanBangsa,HHP,Vol.l,1916--1917,pp.74-76.(KarjaK.H.
Dewantara:Kebudajaan,pp.106-108.)

掴 "WelkePlaatsbehoorenbijhetOnderwijsintenemen,EensdeelsdelnheemscheTalen
(ookbetChineeschenArabisch),AnderdeelsbetNederlandscll?'ソ"BagaimanakahKedudu-

kanBahasa-bahasaPribumi(dJugaBahasaTionghoadanArab)disatuPihakdanBahasa

BelandadilainPihak,dalam Pengadjaran?=VerslagてノanbetEersteKoloniaal0nder比りJS

CongJ･cs,Aug.1916,DenHaag.(KarjaK.H.DewanlaraIKebudajaan,pp.110-186.)
縞 目WahidenS〇edirohoesodoinMemoriam,"ZIP,Vol.1,pp.11二日 15.
‥WahidinSDedirohoesodo,=Nederlandsch-IndieDudenNieuuT,(NION),Vol.1,1916-1917,
pp.2()5-270.

(ltj)ハDEOpstandillDjanbi,"HP,Vol.1,1916-1917,pp.155--158.
(17)"IndigWeerbaar,HHP,Vol.1,1916-1917,pp.145-153,177-181,211-211.

梱 りDeMedezegingsrecht,"LIP,Vol.1,191(ト1917,pp.192-198.
(19)"WederzijdschWantrouwen,"HP,Vol.1,1916-1917,pp.20ニト208.

也())=VandeRedaktievanHindiaPoetra,"HP,Vol.1,1916-1917,pp.2091'11.

(L'1)‥PangeranArioNotoDirodjo,inMemoram,HHP,Vol.1,1916-1917,pp.215-216.
"PangeranArioNotoDirodjo(Oud-voorzittervan'Boedi-Oetomo',overleden22Mei1917)
enzijnAandeelindeOpleidingvanbetJavaanscheVolk,"//"PangeranArioNotoDirodjo
danSumbangannjadalam KebangkitankembaliBangsaDjawa,"NZON,Vol,2,1917-1918,

pp.95-101.(KarjaK.H.Dewantara.･Kebudajaan,pp.335--353.)
(2:a ‥ArrestatieenVeroordeelingvanMasMarco,HHP,Vol.1,1916-1917,pp.261-263.
(33)"NieuwePersorganen･.Delndi紬r,""ShungHwaHuiTsa Chih''en "Onze Koloniale

(2勾 ‥StroomingenenPartijeninOostlndiさ,"NieuweAmSerdammer,2June,1917.
個 HTerugnaarhetFront,HDeGroeneAmsterdammer,15Sep.,1917.
(26 日DeOpleidingvoorlndieinHolland,"Zndik'indeNederlandscheSludentenwereld,1918,
pp.20-22.

(27) "He†JavaanschNationalismeindelndischeBeweging,"SoembangsihIGedenkboekBoedi-
OetomoI1908-20Met-1918,Amsterdam,1918,pp.27-48.

幽 "‖etlndischNationaalStreven,InterviewmetdenHeerKol,"DenHaag,1918.
(29 日VandelndonesischeRedactietafel,HHP,Vol.2,1918,pp.213.
鋤 HHetHerdenkingsfeestvanhetlOl'arigbestaanderVereeniging B̀oedi-Oetomo',1908-･-_r'()
Mei-1918,"NION,Vol.3,1918-1919,pp.98-104.

鋸 =DeStandderStaking,HDeELrPres,8Feb.,1922.
的 HGeldsteundoorlntellectueelenvoorNationaleStrijders,"DeExpres,8Feb.,1922.
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(2う1917b 『マス ･マルコの逮捕と有罪宣告』

を3)1917C 『新しいF=l刊紙』

(?41917d 『東インドの歴史的潮流と諸政党』 (6月)

個 1917e 『前線-』 (9月)

(26)1918 『オランダ在住の東インド人のための教育』

C2カ1918a 『東インドの運動におけるジャワナショナリズムについて｡_ワ

(?_母1918b 『東インドの民族的希求,ファン･コル氏との会見記』

(2g)1918C 『インドネシアの編集局より』 (8月)

eo)1918d 『ブディ･ウトモ設立10周年の記念式典によせる⊂_]

eu)1922 『ストライキの立場』 (2月)

βう1922a 『民族闘争の担い手に対する知識人の財政援助』 (2月)

これら32に及ぶ論稿をその執筆年によって分けてみると1913年4,1914年4,1915年0,

1916年11,1917年6,1918年5,1919年から1922年2となって1916年,17年に集中している｡

またその掲載誌をみるとオランダ到着直後に 『東インド人』 紙上に八つの論稿を掲載したほ

かは, 『ヒンディア ･プトラ』に合計14の論稿が発表されている｡したがってスワルディのオ

ランダにおける言論活動は1916年,17年に彼がその編集長をつとめた 『ヒンディア ･プトラ』

誌を主要な舞台として展開されたということができる｡

次にこれらの論稿をその内容にしたがって一応の分類をしてみるとおおよそ次のように整理

される｡(イ)｢オランダ解放100周年記念式典｣に関するもの｡これは1913年から翌年の初頭に

かけて執筆されており(1)(4)(6)の3論稿がこれに該当する｡(ロ)追悼記ないし人物評｡これに該当

するのは(3)(10(ll)(lgeカの5諭稿で執筆の時期は1916年から18年にかけて集中しているO(/,)植民地

における民族運動の状況を報道しまたそれを論評するもの｡これに該当するのはすべての時期

にわたって執筆されるとともにその数もまたもっとも多数に及んでいる.(2)(7)(8)(16)(17)(l舶g)(2分を3)

(24紳26)(2塘躯o)@棉g)の17論稿がこれに該当する｡このうち(7)(8)はインドネシア人が洋装をするこ
とについて論じたものであり鋤は戦闘的なジャーナリストであるマス ･マルコ (MasMarco)

が ｢秩序と安寧｣を乱す論文を発表したという科で逮捕拘留されたことに対して抗議を表明し

たものである｡ マス ･マルコは ≠等しく分かちともに感応し合う〃("samaratasamaraSa")
という標語によって彼の人民主義的社会主義的思想を唱導したが,この標語はスワルディの心

を強くとらえるとともに政庁の言論活動-の抑圧はスワルディ自身の追放の契機ともなったこ

とがらであり,スワルディはこの事件についてことに激しい筆致で論じている｡注目すべき論

稿である｡4)次に(17)(18(1射ま｢東インド防衛問題｣および ｢民族参議会｣ (フォルクスラード)

4)晩年スワルディはマス･マルコを彼にもっとも影響を与えた先達の一人として高く評価している｡ Ki
HadjarDewantara,DemokrasidanLeiderSChap,MadjelisLuhurTamanSiswa,Jogjakarta,1959.
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開設問題をめぐる経緯を述べるとともにこの問題に対する植民地政庁の民族自治-の無理解な

態度を批判した論稿である｡ (I)植民地における言語教育の問題およびひろく一般に民族と言語

の関係を論じたものO これには(13)(14)の2論稿が該当する｡この2論稿とも1916年に執筆されて

いる｡掴編集者の立場から編集方針編集記などを記したもの｡(9)鋤鍋(29の四つがこれに該当す

る｡

これらの論稿を通じてうかがえることは,一方でスワルディは東インド党の指導者の一人と

して ｢蘭領東インドの独立｣を追究するという東インド覚の結成以来の主張を貫くという姿勢

を示しつづけながら(上述の分類のうち(イ)とぐうの大部分),他方で政治に関する問題よりも文化

の問題に関する論稿にそれ以上の情熱を傾けるとともにその領域で自らの独自性を示しはじめ

ているということである｡この領域に直接かかわっている(別よ上述の(I)に分類さjtた2論稿に

すぎないがこのうち論稿(14)はこの時期に彼が記した論稿の中でもっとも長文であるとともにそ
こには彼の思想が総展開されているという意味でもっとも完成度が高い｡さて論稿伸輔こみら

れるように文化に関する論稿は具体的には言語の問題および教育の問題として表われているが

(この点については後述する),一方,これと局面を異にするとはいえやはりスワルディの文化

への関心を特異なそして独創的な形で表明しているのが(｡)に分類された諸論稿とくにそのうち

(1g絶やの追悼記であるo彼はこれらの論稿をノト･ディロジョおよびワヒディソ･スディロフソ
ドという民族主義運動の先達者の逝去を悼む追悼記として草し,そのなかで彼らの生涯の事跡

を辿 りつつ彼らの生涯そのものがジャワ文化をすぐれて体現していたと述べているのである｡

このようにスワルディが彼らをジャワ文化のみごとな体現者であったという点においで称える

ということ自体すでに注目に価することであるが,それとともに逸すべからざることは,スワ

ルディがこのような形式の追悼文を同時代の民族主義者の死に際会して草すという作法の創始

者であったということであろう｡このような追悼文はその後インドネシアでそのさまざまな時

代とさまざまな局面において数多くあらわれ,それらの多くは故人の民族主義思想を一つの遺

産 (ワリサン二二Warisan)として次代に伝えるうえで大きな意味をもった｡5)スワルディは1910

年代の半ば オランダに在って ワヒディソ,ノト･ディロジョの生涯とその思想を記すことに

よって,ブディ･ウトモを生み出した彼らの世代を民族主義運動の文脈においてはじめて通産

化してみせたのである｡それはその形式と内容の双方において画期的な文化史的意味をもつも

のであった｡

(2) ヨンクマンと ｢インドネシア学徒連合体｣

ところで 『ヒンディア ･プトラ』は1917年4月に第-シリーズが中断されたのち1918年8月

5)この点をストモとワヒディンの関係において論じたものとして,BenedictO'G.Anderson,A Time
ofDarknessandaTimeofLightITransi,ositioninEarlyIndonesianThought,Paperforthe

CongressofHumanSciencesatMexicoCity,1976･
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より第二シリーズの刊行が再開され1922年 8月まで｢インドネシア学徒連合体｣("Indonesisch

VerbondvanStudeerenden")の機関誌として刊行されるが,スワルディはその第二シリーズ

の編集委員としてヨンクマン(Jonkman),ヤップ ･ホン･チュン (YapHongTjoen)ととも

に名を連ねその再刊第一号では序言を記しながらそののちはこの雑誌の執筆陣から姿を消して

いる｡この第二シリーズの主宰者であったオランダ人ヨンクマンの回顧録によれば 『ヒンディ

ア ･ブトラr7はその再刊を機に編集局を--グからニ トレヒトのヨンクマンの自宅に移しのち

1919年 1月には スワルディと交代してスルヨ･プトロが 編集の任にあたる ことになったとい

う｡6) これはスワルディが1918年以降 『ヒンディア ･プトラ』を編集しまた同誌に執筆するこ

とから急速に身を引く何らかの事情があったことを示している｡

ヨンJ//マンはファン･ホ-レンホ--ン,スヌック･ヒュルフローーニェなど植民地の慣習法

と宗教に関心を寄せるライデン学派の影響を受けて東インドの社会と文化-の関心をひらくと

ともに,倫理政策の精神を推進することを政治的使命とする親植民地派の学生指導者として次

第に頭角を現わし1917年当時から在オランダのインドネシア人,華人とオランダ人の学生グル

ープ (ライデン,ニトレヒトが中心､)を糾合しはじめ 同年11月にはこれらの大同団結である

｢インドネシア学徒連合体｣を結成してその議長に就任した｡この連合体は(1)東インドに関す

る知見を粧ノこし,よって会員間相互の協力を図り(2)東インドに関する諸研究の必要性をひろく

喚起し(二両-ラング 人青年の間に植民地での公平無私な活動に対する関心を高めることを目的と

していた:そのためにこの団体はワー-ニン-ン,--グなどでセミナーを開催しまた 『ヒン

ディ7 ･フトラエコをその活動の宣伝媒体として活用した ｡7) これらの活動を主導したのはもっ

ぱらコンクマン,ファン･モークらのオランダ人であった ｡

ヨンクてンの回顧録にみえているこのような学徒連合体の目標とその活動は明らかにオラン

ダ人-の甘崇活動を意図したものであり,その理想が ｢東と酉の調和｣を実現し,またオラン

ダとインドネシアがともにかつての黄金の時代を復活させそのことによって両民族間 (ここに

はオランダ民族,インドネシア民族,華僑が含まれる)の永遠の信頼関係- それは ｢民族連

合体｣〔Volkenbond)として表明されている---をあらゆる国難を克服して樹立する8)という

ところにある限り,この連合体はオランダ人進歩派 ･親植民地派の支持と同意は受けても,ま

た,インバ ネシアという名称の新鮮さ (これがはじめて公式にインドネシアという名が本来の

学術用語としての意味から離れて用いられた例であるとされる｡9))のゆえに,ないし ｢東酉の

6)J.A.Jonkman,ZleiOzdeNederlandsIndiL,I,memoires乙･a71mr.J.A.Jonkman,Assen,1971,

pp∴32∴う5.

7)ibicl.,pp.19-45.

8)ibid.,p.こl't3.

9)AkiraNagazumi,"̀∫ndonesia'and l̀ndonesians':SemanticsinPolitics,"AsianProjile,Vol.1,
No.1,1971;i,p.94-99.
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調和｣また ｢相互の黄金時代の復活｣ とい う理想のゆえに,さらにその活動の基氏がオランダ

人に対する啓蒙活動にあった とい うことのゆえに,当面,在オランダのイン ドネシア入学生 グ

ループとの協力関係を実現 しえたにしても,スワルディのように植民地での民族主義運動の波

をひとたびかい くぐり (彼にとって例えばオランダにおける ｢黄金の十六世紀｣などはシニカ

ルにしか捉ええないものであった｡10)),なおまた民族主義運動のその後の動向と発展に鋭い知

覚を働かせていた者にとっては,しょせん,論理的にも感覚的にも同調しかたいものであった

といえようO スワルデ ィが1918年以降 『ヒンデ ィア ･プ トラL再こ熱意を失っていった理由のひ

とつはおそらくこの点に求め られよう｡11)

(3) スワルデ ィと 『ヒンデ ィア ･プ トラ』誌

すでに述べたようにスワルデ ィの論稿のうちはば半数は1916年 と1917年に執筆されまた この

時期に彼が主宰 した 『ヒンデ ィア ･プ トラ』の第一 シ リーズ (1916年 3月～1917年 4月)に掲

載されている｡ この第一シ l)-ズの歴史 と性格,その内容の概要,また この雑誌におけるスワ

ルデ ィの役割等については既にサグィトリと永積昭が簡にして要を尽 くした紹介をおこなって

いるが,12) 永積が指摘するようにそれは文字通 りス ワルディの ｢個人雑誌｣の性格が強 く,彼

の叔父でジャワ音楽への造詣の深いスル ヨ ･プ トロ (SoejoPoetro)ならびにスワルデ ィ,ス

ルヨ ･プ トロと同じバク ･アラム家の出身でノ ト･デ ィロジョの子供であ り1906年当時か らオ

ランダ在住の留学生 ブル-ブの中心的存在 となっていた ノ ト･スロト (NotoSoerotoJ13) の両

名の協力をえてこの雑誌の編集に遇進し,魚が水をえたように健筆をふるっている｡.14)

スワルデ ィは その刊行の 辞 (論稿(9))においてこの 雑誌は政治的闘争の ための機関誌では

な く, ｢教育 ･芸術 ･学問 ･農業 ･牧畜 ･工業 ･商業 ･政治など要するに東インドの民衆の調

和ある発展のために必要なすべてのもの｣15) をすすんで掲載するとい う方針を述べているが,

このような方針を表明しそれにもとづ く雑誌を刊行するとい う1916年のスワルデ ィの立場 と,

デ ッケル,チプ トと並び立つ東インド党の ｢三羽烏｣(DeDriemanschap〕16) の一人 として彼

10)土屋健治 前掲論文｡

ll)他にも帰国準備やブディ･ウトを設立10周年記念行事のための活動などがこの頃から彼の関心事になっ
ていったということも考えられよう｡

12)SavitriPrastitiScherer,HarmonyandDissonance:Earl3′NationalistThoughtinJaも,̀7,M.A.

ThesisCornellUniversity,1975,pp.77-94. 永積昭 前掲論文 pp.10-21.

13)ノト スロトの当時の活動については,永積昭前掲論文 (7-べこ-ジ)のほか,日露 戦争がオランダ在住
の留学生に及ぼした心刊汀由衝撃について次に記されている｡

"‖etKarakterderlndischeVereenigingenvanbetlndonesischVerbondvanStudeerenden,"
Wederopbouw,May1920,p.141.

14)永積昭の分析に従えば (前掲論文16ページ) 『ヒソディア･プトラ』誌に掲載された署名論文の半ば以

上はこの3名によっで執筆されまたその半ば以上すなわち署名論文全体の%強はスワルデ/‖'j身の論稿
で埋められている｡

15)ZlindiaPoetra,Vol.1,No.i1916/1917,p.1. 永積昭 前掲論文 p.ll.

16)この用語は次にみえている｡ KiHadjarDewantara,"Pemuda-pemudaKitadiNederland,HDart

KebangsaanNasionalSampaiProklamasi,Jogjakarta,1952,p.91.
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自身がジャワから追放されるその契機となった ｢オランダ独立式典｣-のルサンチマンをなお

燃えたたせている1913年末から1914年初頭にかけての立場との間には,政治と文化の関係を彼

がいかに認識するのかという点でのひとつの変化が認められる｡ 彼は1952年にタマン･シスワ

学校創立30周年を記念して回顧録を著しているがその中でオランダ滞在中の思い出について二

つの小稿を記している｡ そのうちのひとつは ｢デン･--グのインドネシア新聞 ビューロー

について｣ と題され, この ｢ビューロー｣("IndonesischePersbureau")の実態とその活動

の大要を回顧するものである017) これはスワルディ自身とこのビューローがはば同一視されて

回顧されていることから,彼が自らのオランダ滞在について後年いかなる意味づげを与えてい

たのかを示す格好の資料であるr,とくにこれが先に述べた文化の問題を考える際の鍵を与えて

いると思われるので以下にその大意を記す｡

スワルディによれば ｢インドネシア新聞ビューロー｣とは1913年に--グに設立されたイン

ドネシア民族主義運動の情報収集と宣伝のための機関であった｡創立者はスワルディ自身であ

り--グのスワルディの自宅がその事務本部となった｡ここにはインドネシア各地から新聞や

雑誌が続 々と送付されてきた｡またこの機関ははじめて公式にインドネシアという名称を用い

た｡

｢ビューロー｣の目的は祖国の情報をオランダで報道するとともにインドネシアの伝統芸能

をさまざまな形でオランダ人に伝えることにあった｡当時のオランダの状況は二つの点で彼を

深く失望させるものでありその状況を打開するためにこのような目的が掲げられたのである｡

第一はオランダ国会における植民地問題の扱われ方であった｡そこではあれこれの問題が真剣

に慎重に討議されることはまれであり,通常は議長が案件を棒読みし ≠賛成〃 多数による成立

を確認するために木槌でテ-ブルをたたくという形で終わるのであった｡だから植民地の問題

はもっぱら や木槌の問題〃 として処理された｡このような事態に抵抗するため ｢ビューロー｣

はオランダ下院議員にインドネシア人白身の立場を主張した記事をオランダ語に御訳して送付

したLlその結果 ｢民族参議会｣の構成の問題や留学生の処遇問題では,オランダ進歩派 (社会

民主労働党)の議員の国会での活動に強い影響を与えることができた｡

第二の問題はもっと根本的な問題であってオランダ人一般のインドネシア観の浅薄さに関係

するものである｡ 当時植民地は一方で ｢インドネシアはコルクでありオランダはその上に乗っ

て漂 うJlだ)といわれ ｢東インドが失われればたちまちオランダに災禍がもたらされる｣といわ

れまた ｢東インドはエメラル ドの首飾 り｣といわれており,その限 りで彼らはインドネシアを

愛していたがそれはしょせん植民地インドネシアのその豊能な大地と産物を愛していることに

17)KiHadjarDewantara,"Tentang lndonesischePersbureaudiDenHang,"DartKebangsaan

NasionalSampaiPlokramasi,pp.97-104.

18)この一句はのちスカルノによってオランダの弱少さを強調するために用いらjlているo土星健治 ｢~スカ
ルノと-ッタの論争]『甫アジア研究 9巻 1号』1971年,p.78.
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はかならなかった｡他方で彼らはインドネシアの歴史と文化についてそこには文明も文化もな

く未開 ･野蛮だけが横行していると考えていた｡彼らのこのような認識を変えるために ｢ビュ

ーロー｣はさまざまな展示会や演芸会をオランダの諸都市で開催し,実はインドネシアがオラ

ンダよりもはるかに長い歴史を持ちその過程です ぐれた独白の文化を築きあげてきたことを示

そうとした｡ そのためにまたスワルディ自身ライデン,ユ トレヒト等各地の大学で講演をおこ

なった

rビューローJの活動は1916年以来月刊誌 『ヒンディア ･プ トラ』を刊行することによって

より広範で活発なものとなった｡また1918年にはブディ･ウトモ創立10周年の出版事業を担当

し 『スン′バンシEJ]を上梓したo ｢ビューロー｣はまたノト･スロトが主宰する--グの出版社

アディ･フスタカと提携してスワルディの筆になる民族主義の先覚者の伝記を出版した｡

以上がスワルディによる回顧の大要である.この中で先ず注目しうるのは,この ｢ビューロ

ー｣の名称である｡ ｢インドネシア新聞ビューp-｣が1913年以来存在していたということを

示す資料はほかに見当たらない19)ので,これはスワルディ自身が自らの役割に後年にひとつの

名称を与える際にあえて1913年以来と述べまたあえてそれをインドネシアと名付けたという可

能性が強いOそしてそこには先のヨソクマンの自伝にみられる ｢インドネシア学徒連合体｣を

意識した上でこれを無視しことにインドネシアという名称に由来する く先駆性〉を自らの側に

ひき寄せるという意図がうかがえる｡ (事実,この回顧録は ｢学徒連合体｣ についてはまった

く言及しないのみか,この連合体が創立されそれが 『ヒンディア ･プトラ』の第二シリーズを

刊行した1918年以降の時期は,ブディ･ウトモの 『スン/ミンシ』刊行とノト･スロトとの出版

協力の活動の時期として記している｡)

次に興味深い点は,スワルディがオランダ人に対する啓蒙活動に力を注ぎ (この限 りで先の

ヨンクー､,ソの意図と一致する)その方法として祖国の文化の宣伝に努めたと述べていることで

ある｡｣ここでは倫理政策のもつ啓蒙主義における主客の立場が逆転して啓蒙される対象はオラ

ンダ人とオランダ社会そのものである｡そしてこの蒙昧な対象とは,スワルディによれば,一

方で植民地問題を "zakelijkheid"という概念にもっぱらかかわる事項20)としで了解し,他方

で植民地の歴史と文化-の関心を自ら封印する (｢パンドラの箱｣としての植民地) ような状

況にあるオランダ社会であった｡スワルディにおける ｢政治から文化-の転身｣の背後にはこ

のような文脈において理解しうるような彼のオランダ認識があったと考えうるであろう｡そし

てまたこの文脈においては植民地の人間 (ジャワ人)であるスワルディはオランダ人の誰とも

19)わずかに次の umタマン･シスワ正史』の内に,この rビューp-｣が1918年にブディ･ウトモ創立10周
年のための王捕吏事業を担当したと述べているのがみられるが,その.出典はおそらくこの回顧録白身で
あろうと思われる｡ Team StudieTamanSiswa,LaporanStudieSejarahPendidikanSwaSia

Tama/lSiSu,a,Yogyakarta,1974,pp.150-151.
20)この概念については土星健治 ｢『原住民委員会』をめぐる諸問題｣pp･143-145･
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(例えばヨンクマン)比較を絶してすぐれた啓蒙者の立場に立つのであってオラン′ダ人 (例え

ばヨンクマン)はたかだか ｢優秀な生徒｣として認識されるのにすぎなくなる｡

さて 『ヒンディア ･プトラ』がこのような事情,なかんずくスワルディのこのような自信と

情熱にもとづいて刊行されたとすれば,そこに載せられたスワルディの諸論稿はその意図を見

事に実現していたといえる｡そこでは文化の問題に彼の照準が合わされていたことはいうまで

もなく, その中 でも彼は既に述べたように言語の問題についてことに彼の知見を披牡してい

る｡

(4) ｢民族と言語｣

この問題を彼がとりあげる契機となったのほ1916年 8月未にデン･--グで植民地における

初等教育の改善と充実を目的として ｢第一回植民地教育会議｣が開催されるにあたってスワル

ディが問題提起者のひとりとして指名されたということであった ｡21)彼は会議の 第二テーマ

｢原住民学校においてはいかなる言語が使用されるべきかJの報告予定者として言語問題に関

する所感を記す (諭稿(13))とともに会議のための報告書 〔諭稿(14))を準備したO (このrプ需品稿
(13)は資料として巻末にその全訳を付しておくO)

言語問題についての彼の論点を要約すれば,(1)言語と民族はひとつであり,ある言語を抹殺

することは不自然であり危険なことであるoまたそう主張することは顔廃であるこ.(2)東インド

全域で共通の言語が 必要とされるなら, それにもっともふさわしいのは オランダ語ではなく

て,すでに実質的に共通語となりつつあるマレー語をおいて他にないO(3)オラン垢吾は当面西

欧の科学技術を獲得する鍵として必要であるが,それは西欧の科学技術の成果を翻訳しうる知

識人を養成するために必要とされるにすぎない｡第(1)の論点をスフルディはチプトのジャワ語

廃止論を批判しながら提起している(資料参照)｡第(2)の点については論稿個で詳論しているが

それは東インド諸地域の原住民学校でひとつの共通な言語が採用されることは将来この地域を

より強固に統合するために有効な手段であり,その際にマレー語が唯一その資格を備えた言語

であることを主張するものである｡ 第(3)はオランダ語の果たすべき役割を限定するということ

である｡

このようにしてスワルディは一方で東インノド党の政治的立場をマレー 語 (インドネシア語)

を制動榊こ導入するという方向で主張することによ-'て r東インド｣ (インドネシア)という

†緋或の実体的な一体化をめざし,他方でジャワの知識人として文化 (宣 こでの文化とはジャワ

文化にはかならない)が言語と切 り離しえないものであることを言語と民族の二位一休性を主

張しまたジャワ語そのものの美しさを唱道することをとおして示しているのであるO

ところでスワルデパ1身が述べているように ｢学校でいかなる言語を用 うるべきかJという

ill)この会議の速記録にみられるスワルディの描告は論稿(14)をかなり要約したものである｡

EersteKoloniaal0nderwijsco72greS:StenograjischVerSlag,Iiage,28,29,30Aug.1916,pp.(;2--67.
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具体的な問題は,言語と民族の問題ことにまたジャワ語とジャワ社会の問題というより抽象的

な次元-の論議-とひろがっていった｡そしてその場合にジャワ語をめぐるスワルディとチプ

トの見解の相違は,およそジャワ社会とジャワ文化とをいかに捉えるかとい う点をめぐる当時

のジャワの知識人の二つの 思想の型を端的に反映するものであった｡ さし当た り く欧化)と

く土着)という概念で要約しうるこれら二つの型はその後のインドネシアの政治思想史を形成

していく二つの主調音をなすものである｡それが1910年代後半から1920年代初頭にかけてどの

ように成立していったのかを次に検討してみよう｡

‡ ジャワ知識人のジャワ文化論

(1) チプトとスタットその論争

当時スワルディ以上にジャワ文化に固執したのはオランダに在住していたノト･スロトとス

ルヨ ･プ トロであったが, 一方ジャワにいて自ら ｢ジャワナショナ リズムのための委員会｣22)

(HetComitdvoorhetJavaanschNationalisme)を組織して くジャワ主義〉を主張したのは,

上述の三者と同じくバク･アラム家出身でかつてスワルディらとともに ｢オランダ解放記念式

典のための士民委員会｣の委員に名を連ね当時はブディ･ウトモの有力なメンバ-として ｢民

族参議会｣ で活動していた スタットモ ･スルヨクスモ (S｡etatmoSoerjokoesoemo) であっ

たOスタットモほこの委員会の機関誌として 『ト再建』(Wederopbouw)とい うオランダ語の雑

誌を1918年から1923年にかけてバタグィア郊外のウェルテフレーデン (現在のジャティヌガラ

地区)で刊行している｡ 雑誌 『再建r三日こついては後述するが,このスタットモとチプ トとの問

で1918年に先のスワルディとチプ トの立場の相違をもっと広範にもっと根底的に示した論争が

おこなわれた｡彼らの主張はスてランで 刊行された 『ジャワナショナ リズムかそれとも東イン

ドナショナ リズムか』に収められているO23)

先ずスタットその唱えるジャワナショナ リズム論の骨子は次の通 りである｡24)

ジャワ民族3000万人にとって東インドの国家 (natie)やナショナ リズムという言葉は耳新し

い言葉であり,それゆえにあいまいな言葉である(,ジャワ民族とはジャワ文化の上に成立する

民族である｡それがひとつの民族として成立しているのは,ジャワ人の一人一人が意識すると

しないとにかかわ らず自分自身の言語と文化とを有していること,そしてその文化のなかで誕

生し自らの果たすべき義務について教えられてきているからであるOブディ･ウトモの存在理

由は,このようなジャワ民族が "われわれは何故何のためにジャワ人として生まれたのかク と

いう問いをあらためて問うことによってその存在意義を表明し,またそのことによって先ずも

22)この委員会の詳細については不明である0

23)R.M.S.Soerjokoesoemo,A Muhlenfeld,TjiptoMangoenkoesoemo,J.B.Wens,Javaanschof
ZndischNationalisme?,Semarang,1918.
24)ibid.,pp.17.
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ってジャワ民族白身の一体性を維持しさらにその発展をめざして協力するというところにあっ

た｡しかるにこのような努力はその文化の成員によってのみ行なわれ うるのであって余人がこ

れに手をさしのべることはまったく不可能なことである｡ それゆえ,ブディ･ウトモは分裂主

義だという非難はまったくいわれのないことであって,むしろブディ･ウトモこそひとつの文

化を担 う人々がその自己存在の確認を求めるべく結束することによって将来のナショナリズム

の種子を植え付けるという志向性を内包するものであった｡一方,東インド民族の一体性など

というものは現在存在していない｡それはせいぜいオランダの支配から作 り出されたものにす

ぎない｡だから東インドナショナ リズムを掲げる東インド党とイスラム主義を標傍するイスラ

ム同盟はオランダ支配によって形成されたものであるoこれに対してブディ･ウトモはジャワ

人が自己表明する手段としてジャワナショナ リズムを掲げるのである｡今日の文化闘争の時代

にあって,このようなブディ･ウトモの立場- -われわれがここに誕生しここで育ってきたと

いうことによって決定されている義務を実現していく立場一一を理解することはもっとも重要

な課題である｡

スタットモのこの主張に対しチプトは次のように述べる｡25)

スタットモにまったく欠如しているのは歴史ことに世界史の動向に対する理解である｡先ず

現在の世界の大勢をみればヨーロッパがアジアより発展していることは明らかであり,ゐれわ

れが進歩するためにはヨーロッパの歴史を学びそこにまっれわれの辿るべき道が示されているこ

とを理解するべきことは理の当然である｡たしかに東インドを構成しているのは多種多様な民

族と文化である｡ しかし例えばオランダの歴史を一 瞥しただけでもオランダが中世の諸侯分立

の時代から現在の統一国家への道を歩んできたことは容易に理解できる｡種族の差についてみ

ても,マレー人とジャワ人の種族的文化的差異はオランダ人とフリース人の差ほどもないので

ある (フリースランドは北海沿岸の一地方)｡ 異なる民族が統一国家を形成しているもっと良

い例は,オーストリア--ンガリー帝国,スイス,ベルギーの歴史に明瞭に示されているoL

たがってジャワ民族が東インド民族へと融解していくことを目ざすのは当然のことであり,そ

の際にもし必要ならばジャワ民族が自らの民族的独自性を犠牲にすることもまた余儀ないこと

なのである｡ジャワ族はいまや自らの国家を有しておらず,東インド国家,正確にいえば東イ

ンド植民地のその-構成部分にすぎない｡われわれにとって祖国とはこの東インドのことには

かならず,東インドの国家形成に向けて努力することがわれわれの任務なのである｡

1916年当時すでにチプトは, ｢ジャワ語とジャワのアダットは中世の奴隷的状況の産物であ

り,だからジャワ語は奴隷の言語である｣と述べているが(資料参照),このような厳しい自己

認識とここにみられるような東インド統一国家にかける情熱とはまったく同じ軌道上にある｡

これに対して述べたようにスワルディは,ジャワ語はジャワ文化が滅びない限り決して滅びる

25)ibid.,pp.15-34,61164.
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ものではなくそれゆえジャワ語の滅亡を推進することは額廃的であると論じてチプトの主張を

断固として斥けた｡ 以上にみてきたような スワルディとチプト, またスタットモとチプ トの

見解の相違はその後の民族主義運動の過程でみられる二つの思想の型の原型をなすことによっ

て,ひとつの重要な思想史的課題を提示しているといえよう｡ここでは次にスタットモに焦点

を合わせて彼の主宰した 『再建』誌を検討し1910年代後半から1920年代前半にみられるこの

特異な くジャワ主義)の内容を考察することにする｡

(2) スタットモと 『再建』誌

スタットモはジャワナショナ リズムという言葉で述べているその内容を 『再建』の中で具体的

に展開している｡この雑誌は ｢ジャワナショナ リズムのための委員会の出版｣と記されている

ほかに｢ジャワ青年運動およびジャワ人の精神生活にかかわる月刊誌｣という副題が付せられ,

その編集委員にはスタットモの他に ラッフマン (Abd.Rachman) およびスマディプラジャ

(R.H.Soemadipradja)の二名,さらに (後には)在オランダの編集委員としてノト スロト

およびスルヨ･プ トロの名が記されている｡また各号の表紙には ｢美は力を統べ,力は美に宿

り,知恵は正義をもたらす｣("Schoonheid,dieMachtbeheerscht.Macht,dieSchoonheid

bezit.Wijsheid,dierechtvaardigt.=)が記されている｡

この雑誌の目的を端的に示すのは 『再建』という名称である｡ く再建)とは,かつて存在し

ていたジャワの理想的な社会組織,社会倫理,民族的衿持-- それは く秩序 ･安寧 ･繁栄 ･福

祉)"Tata-Tentrem-Karta-Rahardja"という社会状態と く主-従) "Kawulo-Gusti"の関

係を二位一体とする人間関係の成立している状況として観念されている26)- を,外国人の支

配によってそれらが喪失されたいま,再び回復し復興しようとする意味である｡そしてジャワ

の理想的な状態はモジョバイ ト,マタラム等の統一国家の時代には確かに存在していたにもか

かわらず,そのマクラム王国の末蘭であるジョクジャカルタ,スラカルタをはじめとする四焼

固はオランダ植民地支配の体系に組み込まれてしまい,その結果自らそれを く再建する)活力

を失っているという認識が,この く再建〉という言葉には合意されている｡ く再建〉を行ない

うるのはジャワの青年,それもジャワ人社会の倫理規範と精神生活について真剣に思いめぐら

している青年であり,具体的にはブディ･ウトモに参加しているジャワ青年 (多くは下級貴族

の子弟)である｡

この雑誌にうかがえるこのような性格を,ジャワの政治思想史にてらして考えるとき,それ

は二つの特質を示していたということができる. 節-は,ブディ･ウトモ- その組織という

よりもそこに成立していた人間関係およびその関係を成立せしめかつその内容を規定していた

26)これに関する議論は次に詳しい｡BenedictO'G.Anderson,"TheIdeaofPowerinJavaneseCulture,''
ClaireHolt(ed.)CultureandPoliticsinIndonesia,Ithaca,1972,pp.1-69.
SoemarsaidMoertono,SiateandStatecraftinOldJava,A Studyof theLaterMaiaram
Period,16thto19thCentury,Ithaca,1968.
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ある精神的風土- が,たんにジャワのみでなくひろくインドネシア民族主義に方向づげを与

えまたそれに思想的根拠を与えようとする活動において発揮したジャワ文化の潜在力である｡

第二は,それを遂行するさいに顕著に示された歴史と文化 (ここにはジャワとジャワ以外の蘭

領東インドと西欧のすべてが含まれる｡)の ｢よみかえ能力｣ である｡この ｢よみかえ｣は先

ずもってジャワ文化のイデオロギー化としておこなわれる｡ そこでは,これらすべての歴史と

文化は,スタットモらが ｣′解するジャワ文化の文脈において読みかえられその文脈の内部に位

置づけられる｡ それの基底にあるのはジャワ文化をイデオロギーとして再定置しようとする情

熱とこの情熱を支えている強力な自信である｡

スタットモらのこのような思想的営為は1960年代前半にスカルノの ｢指導された民主主義｣

において理念的に完成される現代インドネシアの政治的正統性の根拠に直結していると言うこ

とさえできる｡この点についての詳論は別の機会に譲るが, 『再建』にみられるスタットその

思想を要約 していえば, それは第一にすでに述べたように ジャワ社会の特質を `̀Kawulo-

Gusti"の一体性 という点に求め, また, この一体性を成立させる最大の要件を く智恵)

(彼はそれをオランダ語の くwijsheid)という言葉で表現している｡27))として捉えていること

であり,第二に民主主義について く智恵)をともなわない民主主義はカタス トロフィをもたら

す ("Demokratiezonderwijsheidiseenrampvooronsallen.")と認識していることであ

る｡28)スタットモの意図はジャワ文化の核心を "Kawulo-Gusti" として抽出し,この観念の

文脈のなかにいまや時代精神としてあらわれた民主主義 (demokratie)を定置させようとする

ところにあった｡そしてこのような認識はタマン･シスワの組織原理のなかにそのまま継承さ

れていくことになった｡

以上スワルディとスタットモの両名について彼らの文化活動の内容をみてきたが,それでは

何故彼らが文化の問題にこのような情熱を燃やしたのか,そこにうかがえる使命感と自信とは

何にもとづいていたのかを,最後に検討してみたい｡

(3) ジャワ知識人の西欧認識

『再建』はタマン･シスワが設立された翌年 (1923年)に廃刊されている｡タマン･シスワ

の設立の背景には1921年末にスルヨムンクラムを長として9名のジャワ人によって設立された

スラサ ･クリオンというジャワの精神修養の団体があり,29)そこに参加した者の多くはスワル

27)これはジャワ語で Witjaksanaないしwitjaksuh,インドネシア語で bidjaksanaに該当するものとし
て考えうるものである｡後年スワルディ自身スタットモのこの wijsheidを kebidjaksanaanと訳して
いる｡(K.H.Dewantara,DemokrasidanLeiderschap,1959.)

28)AbdoelRachman,‖DemocratieenWijsheid,HWederopbouw,No.10,ll,12,1920,pp.192-199.
また 『再建』に掲載されているスタットモの著作広菖 (Sabdo-Pandito-Ratoe)にはこの章句がその
まま用いられている｡

29)この団体に関する最新の論及は次にみられる｡KiPronowidigdo,"LahirnyaTamanSiswa,"pendト
dikandanPembangunan50TahunTamanSiswa,Yogyakarta,1976,pp.305-308.
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ディ,スタットモ,スルヨ･プトロを含めて設立以降のタマン･シスワの指導者となっていっ

た｡スラサ ･クリオンが具体的にいかなる団体であったのかは明らかでないが,以上にみてき

た 『ヒンディア ･プトラ』におけるスワルディと 『再建』におけるスタットモ,それに両者を

つなぐノト･スロトおよびスルヨ･プトロ (彼らの内ノト･スロトのみはスラサ ･クリオンに

参加していないが,これら四名はいずれもバク･アラム家出身である)の線上に,キ ･アダン

･スルヨムンタラムKiAgoengSoerjomentaram という,ジョクジャカルタ王家の王子とし

て生まれながら爵位を受けることを拒否して野に下 り農民としてその生涯を終えた特異な人

物30L--それは神の化身にして道化者としてこの世に現われるワヤン劇中のセてルを思わせる

---をつなぎ合わせると,そこにスラサ ･ク1)オンの輪郭ひいてはタマン･シスワ設立の骨格

が浮き出されてくる｡

『ヒンディア ･プトラ』と 『再建』からスラサ ･クリオンないしタマン･シスワ-と帰着し

ていくこれらジャワ知識青年の動きの背後には,彼らが西欧と植民地の双方において意味を見

拍していたある共通の時代精神があり彼らはそれに接触しまたそれを獲得することを契機とし

て自信をもってジャワ文化の唱道ないし再生に挺身することになるのである｡それは西欧の近

代的人間像に対する懐疑 ･批判として西欧において唱遺された諸々の思想的潮流であった｡ス

ワルディ日身についていえば彼が見たオランダ社会は基本r伽こは植民地経営の近代化を支えて

いる合理主義的な精神すなわち zakelijkheid のその大いなる土壌であるような西欧近代の相

貌であった｡しかし同時に彼はその近代社会-の批判が西欧で生み出されつつあることを7解

していた｡その中で彼の関心をとくに惹いたのは,西欧的な近代人間観に対して東洋哲学と東

洋的人間観とくにインド哲学を対置させそこに近代における人間の救済を求めようとするドイ

ツを中心とする へ東洋回帰〃の思想であった｡なかでももっとも強い影響を及ぼしたのは,ス

ワルディがオランダに到着した1913年にノーベル賞を受賞したタゴ-ルの思想,ことに彼の主

宰するアスラマ (寄宿塾)に結実しているタゴ-ルの教育観であった.

タゴ-ル逝去 (1941年8月)に際してスワルディはタマン.シスワの機関誌 『プサラ』に追

悼の辞を載せタゴ-ルが1913年以来スワルディとタマン･シスワにいかに深い影響を与えてき

たかについて余すところなく語っているO(この追悼文は資料として巻末にその全訳を付す｡ー)

そこではタゴールの出現が西欧に新鮮な衝撃を与えたこと,そしてそれ以上にスワルディ白身

に感銘をもたらしたことが述べられているが,その感銘はジャワ人こそ頁のタゴール理解者と

なりうるという自負と自信を導き出していったことがうかがえる｡ジャワの知識人のなかでタ

ゴールに最初に注目しその思想の紹介につとめたのはノト･スロトであった｡ノト･スロトの

30)スルヨムソタラムの生涯とその事跡については,MarcelBDnneff,KiAgengSurjomentaram,Prince
etPhilosopheJavanais(1892-1962),Mimeo.Paris,1977,GrangsangSurjomentaram,"Riwayat

SingkatKiAgengSurjc･mentaram,=BeritaBuana,24July,1975･
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タゴール紹介は 『再建』にも載せられているが,彼はそこで西欧を知る以前のジャワでの少年

時代の甘美な思い出をタゴールの思想に触れることによって追体験している｡彼らはいずれも

タゴールの教育思想の内にジャワの ≠理想型ク そのものを見出していたのである｡

一方またスワルディはオランダにおいて,タゴールと共鳴したのと同じ視座でモンテッソリ

に共感し,また1913年に人智学(Antroposophy)協会を設立したル ドルフ･シュタイナーに共感

を示したという｡31)これらは彼と彼自身の文化 (ジャワ文化)をあらためて同一化させまたそれ

を く再建)するための情熱を彼に与えたということができよう｡ 先の ｢インドネシア新聞ビュ

ーロー｣における彼の活動は何よりもこのような自負と自信に支えられていたのに相違ない｡

このようにみると,彼が1916年に創刊したオランダ語の雑誌にあえて 『ヒンディア ･プトラ』

(『インドの息子』)という一見奇妙なマレー語名を冠したのほ, あるいはこの Hindiaに東イ

ンド(インドネシア)のみならずインドそのものの意味をも合意させようとしていたからかも

しれない｡

はば同様の事情がジャワ在住のジャワ人ことにブディ･ウトモに参加した中部ジャワの貴族

の内,バク･アラム家ゆかりの青年たちの問にも見出される｡彼らに見出されるのは,倫理政

策以降,ジャワの知識人にあたかも影のようにより添っている神智学 (Theosophy)の影響で

ある｡諸宗教における神秘主義的側面を重視し神がおのれの内に宿りおのれ自身を真に知るこ

とが神を知ることであると唱えることによって諸宗教の統合と人類の兄弟愛をめざす神智学は

1875年に神智学協会が設立されて以降世界の各地にその影響力を拡大していったが,そこでも

くインドの神秘)と くインドの智恵〉がその核心をなしていた ｡32)例えばバガヴァッド･ギー

タが聖典化され,ラーマクリシュナ (1834-1886)の思想とヨーガが注目された｡オランダに

神智学協会が設立されたのは1897年でありその会員は植民地でもひろがっていったという｡

この間の事情は余り明らかではないが,この協会が東の く神秘主義)に共感することによって

く酉と東の調和〉を求める限りにおいて,彼らはインドネシアの知識人の良き理解者であると

同時に彼らの目的は両民族の精神的一体化を唱う倫理政策の目r桝こも適っていたO

先の 『再建』の美と力と正義に関する標語そのものが 実はこの神智学を唱える ≠智恵の伝

統''(や力に支えられ 美の内に表明された智恵は真実の同胞愛において支配する｡'yj33)から導き

出されていることを うかがわせ, 『再建』をおおう神智学の影はたいへん濃いものに思われ

31)スワルディはルドルフ･シュタイナー (RudolfSteiner,186ト1925)及び人智学から何らかの影響を受
けていたという示唆を筆者に与えたのはニトレヒト大学のクラーク教授である｡しかしその関係がいか
なるものであったかについては不明である｡ただしシュタイナーの著作のオランダ語訳の広喜が先の

『ジャワナショナリズムかそれとも東インドナショナリズムか』の出版社 (スてラソ)の出版物として
掲載されていることから,シュタイナーの著作が1918年当時ジャワで読まれていたと考えられる｡ヨ-
ネス･-ムレ-ベン署 『ルドルプ･シュタイナー』(川合増鳥朕 定方昭夫訳)工作舎,1977年を参照0

31')A.Besant,HThe〇sophicalSociety,"EnsyclopaediaofReligionandEthics,NewYork,195tq,
pp.300T304.

33)ibid.,pp.SOL-302.
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る｡34)

それではジャワの知識人にとって神智学はどのようなものとして捉えられていたのか｡彼ら

にとって神智学もタゴ-ルの思想と同様に西欧の精神的危機の克服のために生まれたものであ

り,その限りでそれは時代の先端に立つ思想であった｡彼らにとって西欧はチプトが主張する

ような ｢われわれの辿るべき道｣では決してなかったoそれとは逆に彼らはタゴールや神智学

の唱える世界はインド的世界 (すなわちジャワ文化の母胎)に他ならないと了解することによ

って,彼ら白身がジャワ文化に固執しその理想型を く再建)しうるならばそのことはジャワ文

化とジャワ主義-の逃避や退行ではなく自らを時代の先端に立たしめることになると認識して

いた ｡

その際彼らにとって主要な課題は,いまやほうはいとして起こりつつあるイスラム同盟,人

民同盟,共産党などの諸民族運動を彼らの文化の文脈のなかで定置することである｡この民族

運動の要諦は く人民)(Rakjat),く民主主義〉(Demokrati(≡),く東インド〉(インドネシア)と

いう時代精神であり, それを彼らの了解するジャワの理想社会 (TataTantrem の社会) の

枠組にいかに位置づけるかということが 彼らの主要な関心事であった｡ この時,時代精神と

ジャワの理想社会とは二位一体の関係として成立すべきものとして捉えられることになる｡そ

れはジャワの く再建〉は時代精神なくして不可能であり一方時代精神はジャワの文化なくして

はカタストロフィをもたらすだけであるという関係である｡この二位一体の関係が成立するこ

とによってのみジャワの く再建〉は可能となる｡彼らの唱えるジャワ･ナショナリズムそして

彼らの了解しているブディ･ウトキの理想とはこのようなものであった｡それゆえスタットモ

の wijsheidの概念提起,とくに やwijsheidなき民主主義はカタス トロフィである〃というテ

-ゼはこうした理念を実現するための根底的な設定であったといえよう0

結 語

1910年代後半から1920年代前半の時期におけるジャワの青年の西欧認識を民族主義思想との

関連でみるとき,そこにはジャワ文化の捉え方をめぐって二つの対照的な思考様式の型が成立

していたということが できるo 第-は チプトにみられるように,西欧近代というレンズを通

してジャワの状況をその絶望の相において照射する型であり,その立場を徹底させればそれは

くジャワ文化の死滅)のみが くインドネシアの新生) を用意するという主張として表出され

34)今日なおクマソ･シスワ関係者のなかに,ク1)シュナムルティ(Krishnamurti)への帰依者を見出すこ
とができる｡なお筆者にはタマン･シスワにいまなお思想的影響力を及ぼしている初期のタマン･シス
ワ関係者のうち,カルテイこの兄であるソスロカルトノ(Sosrokartono)がこの神智学協会のメンバー
があった可能性がかなりあると思われる｡なお神智学は今世紀初頭のミナンカバウにも何らかの影響を
及ぼしていたという指摘がトーフイツタによって行なわれている｡彼によれば今世紀初頭のブキィテン
ギ師範学校は酉スマトラの神智学協会の中心をなしていたという0 TaufikAbdullah,"Modernization
intheMinangkabauWorld,HCultureandPoliticsinIndonesia,p･23:i.
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る｡ それはジャワのヤ ミを酉欧のヒカ リが啓 くとい うその啓蒙主義の方向において倫理政策 と

同一の方向をとるOチプ トの啓蒙主義- この啓蒙主義の根底にあるのは く自立 した個人)の

創出を追究する情熱である- とそれにともな う自己主張のはげしさはその10年後の1930年代

初頭にシャフ リル と- ツタによってそのまま継承された｡35)

第二はスワルデ ィに集約される型である｡ この型は く近代の超克〉型 ともよび うるものであ

って,そ こではジャワ文化は く絶望)であるどころか近代を超克する潜在力を有 している何 も

のか として映ずる｡そして西欧において ｢時代の最先端を行 く｣思想 とジャワ文化の理念型 と

は円環を構成する形で接続させる｡ この円環において (西欧)近代 とい う連結環はまった く欠

落 しているが,それは ｢時代精神｣ としてこの円環の内部に注入され るべ きものとなる｡ タマ

ン ･シス ワの思想史的意味はこのような円環の構造の理念を実体化 してい く点にこそ存在 して

いたのであ り,その意味でタマン ･シスワは壮大なイデオロギー的実験場だったのである｡

(資料 1)

言 語 と 民 族

スワルディ･スルヤニソグラット(1916年)

硯在やかましく論議されている問題のひとつは要するに次のような設問である｡すなわち東インド原住民

学校での教育において,一方でオランダ語が他方で現地語がいったいいかなる位置を占めるのか｡この点に

関して近々植民地教育会議が開かれそこで意見の交換が行なわれる予定になっている｡だから私はそれにつ

いてあまり議論を先走りさせないほうが良いと思う｡にもかかわらず私はここでスマラン市で最近インシュ

リンデの大会が開かれた際に,ウェステルフェル ド氏とチプト･マングソクスモの間にたたかわされた興味

深い議論に関連して一言書き記してみたいO何故ならばその討 論を契機として上述の大会のみならず原住民

の新聞でも問題が展開され それはもはや純粋な教育問題を離れて次第にもっと大きな民族的問題と考えら

れるようになっているからである｡

周知のように,スマラン市の H.B.S.(高等学校)教師D.J.A.ウェステルフェ/しド氏は昨年 Fインディ

七 ･ヒッズ』紙に一文を載せそのなかで上着の教育機関にお-J､てほ上着の (どの?)言語を用いるべきこと

を強く勧肯した｡私は彼のこの見解がただちに実現される可能性があるとは思えない｡しかし私は- そし

てすべての東インドの民族主義者もまたそうであると私は思うのだが- ウェステルフェル ド氏が抱懐する

原則は正しい原則であるということを主張したいと思う｡それゆえに,このオランダの社会民主主義者の理

念がジャワの民族主義者チプト･マングンクスモによって倒刊としてしりぞけられていることが,私は各妙

に思われる｡私はウェステルフェル ド氏の理論は現在の時点では,他の利益をそこなうことなしに実現する

ことなどありえないと重々承知しているものの,しかもなお- ここが重要な点なのだが- ウェステルフ

ェル ド氏は教育の東インド化のために闘っているのであり,他方,チプト･マンダンクスモは安易な意識で

彼自らの言語に対して死刑の判決を下したのである｡

チプトは主張する｡ジャワのアダット(慣習)が中世の奴隷的状況の産物であるのと同様にジャワ語は奴

隷の言語である｡1)われわれの言語が保持される限り状況の民主化ということは決して達成されない｡もし

ひとがアダットを消滅させようと願うならひとはまたその言語もまったく放鄭してしまわなければならな

い｡チプトがこう言うとき,彼はジャワ人を世界市民のレベルに上げようとしており,そのためにジャワ人

35)土星健治 ｢スカルノと-ッタの論争｣参照｡
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は海外の人々と接触する際に,お互いの会話で用いうるジャワ語以外のある言語が必要であるということを

彼自身感じているということになるo私がいま,東インドはその物質的な発展のためにオランダ語を手放す

ことはまだできないという現在一一凋射こ受け入れられている理論を述べれば その時に私はチプトが彼の論拠

を擁護するために提示した重要な論点を語り尽くしたということになる｡

私の立場を言うなら,私は私の札吉であるチプトの思想の根本には同意するものの,何故彼がジャワ語に

代えてオランダ語をもっとも適切な言語であると考えるのかは依然として謎であるoチプトは言う｡それは

東イン′ドがオランダによって交配されているからだと｡しかしいったい誰がこの東イソドでのオランダ支配

がこの先も長く続くと責任をもって言いきれるだろうか｡なかんずくこの混乱の時代には明日何が起こるの

かさえ誰にも分からないことなのであるo現在ジャワ人はオランダ語を学んでいるOそして何年か先には日

本語を学びまたその先には英語を学び,さらにまた--香,こんなことはあまりに馬鹿げたことである｡も

しそうなら何故われわれは,もっとも広範な地域で用いられ東洋でも多くの人々に使われしかもその学習が

オランダ語よりもはるかに容易な言語である英語を使うことを決心しないのかO

いや,そうではないのだ｡東インドで教育のために用いられる言語は英語でもなければオランダ語でもな

く,その他いかなる外国の言語でもないのである｡

言語と民族はひとつである｡ある言語をあえて抹殺しそれに代えて新しい外国 語を用いるということは不

自然なことである｡そしてジャワ語は2000万人ものジャワ人によって用いられている言語であるがゆえに,

この美しい言語の死について語ることは危険なことである｡もしわれわれが東インドのすべての地域で用い

られるひとつの言語を欲するなら,そのために西欧の言語を強制することは良策でないO何故ならばわれわ

れはたんに学習が容易というだけでなく,すでに良きにわたっで東インド諸島のリンガ･フランカとなって

いるマレー語を持っているからである.

廿Fのところはわれわれをしてなおオランダ語を学ほしめよ｡何故ならはオランダ語は酉欧の技術を修得

するための鍵を与えるからである｡しかしそれはある特定の期間,すなわちわれわれが必要としている知識

を拡大するために諸科学の成果を翻訳ないし著作するのに十分なだけの知識人を付するまでの期間に限られ

る｡

この点において,われわれLL]身の言語をことのなりゆきにまかせ- 現在すでにそうなっているのだが

-m-われわれの間ににせのオラ./ダ人が発生することのないようにせよO そうではなくて,彼らが獲得した

酉欧の知識を東洋の智恵と関係づけるような人々を東インドに作り出せ｡彼らはパイオニアとしての任務を

つくすことをこころざす人々になるであろう｡

そしてもしこれがひとたび実現するならは- 私は近い将来それが実現されることを希望しているが-

その時には,われわれの土着の言語のなかでもっとも有力なものがオランダ語にとってかわり,オランダ語

は東インドの学校でもっとも必要な外国語として学習されることになるであろうO

(訳 注)
1)チプ1､が特にこのように主張する背景には,ジャワ語の階層制とも呼びうるような複雑な言葉の使い分

けがジャワ語には存在しているからである｡

(資料 iZ)

ラービンドゥラナ-ト･タゴールとわれわれの関係

キ ･-ジャル ･デワントロ1)(1941年)

詩聖タゴ-ルがマクラム二二ジョクジャカルタのわれわれの学校を訪れることになったのは1927年のことで

あったが,嚢はそのはるか以前から彼の名はわれわれの問でつとに知れわたっていた｡読者の多くは,タゴ

ール博士の写頁がモソチッソリ博士のそれと相並んでわれわれが最初に建設した学校のその前広間の壁に掲

げられていたことをおぼえておられるにちがいない｡これら二人の人物が広間の壁を飾っていたことをもっ
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て,かつて多くの人々が才っれわれの学校はただたんにタゴール-モンチッソリの流れをひくものであると考

えていた｡まことにその通りであって,われわれはこれら二人の先達をわれわれに新しい道をさし示してく

れるその道しるべであると考えて,彼らの肖像写真を掲げたのである｡タゴールとモンテッソリこそは, 古

い教育界の解体者であるとともに新しい流れの源を与えた者であった.この新しい流jtとは,われわれが文

化-民族と呼んでいるものであってそれはわれわれの社会に現になお生きているあるいはまたその頃跡をと

どめていることが認められるような伝統的教育 〔アダット-教育〕にその根拠をおくものであったこそして

それはわれわれの流れと見事に一致していた｡

さて私自身のことを言えば私は1913年から1919年までヨーロッパにあってオランダで生活していたっそ

の当時西欧の人々は上述の二つの流れにはげしくこころを惹かれていた｡タゴールとモンチッソリはともに

ヨーロッパの教育は知を育てることに欠くるところはないが情を圧殺しておりそれゆえ人間の精神を へ徳〟

の段階から逆行させて ≠機械クに至らしめていると考えていた｡この二人の学者は人間の徳をせばめ人目創生

をおとしめているさまざまな梗精を解き放そうと欲していた｡彼らは人間そのものに接近しようと批してい

たO当時西欧諸国の人民はすでに長きにわたって平安と安寧の時代をとり戻してくれる指導者のIH税を渇望

していたのであり,そこへ二つの教育思想が現われたことは当然にも西欧世界にはげしい衝撃を与えること

になった｡

ところでモンテッソリとタゴールの思想の相違はその目標のちがいにあった｡ 前者は子供の国休とりわけ

その感覚器管をことに重要視しそれが将来徳性の陶冶に向けられるのであると考えた｡しかしモノチッソリ

によれば精神とはたんに科学的な意味での心理学の対象にすぎず,その目標とするところは精神的なあるい

は宗教的なものからははるかに相隔たっていたのである｡これに対してタゴール博士は子供の教育システム

を,言葉のもっとも深い意味における人間の生活すなわち宗教生活を確立するためのたんなる,lTfi具ないし手

段として構想していた｡

ラービンドゥラナ-ト･タゴールの人生観は彼の詩人としての生涯のうちにきらめいている｡彼の手にな

るいくつかの詩論は,その文学的な美しさとそれが目指すところのけだかさとがあいまってすべての文学者

と哲学者の関心をあまねくひきよせるものであった｡とくに1913年彼のその文学活動に対して国際的に大き

な栄誉であるノーベル賞が与えられて以降,多くのヨーロッパの民衆はあらそってその著r再こHを通すよう

になった｡故フレデリック･ファン･エーデソはタゴールの著書をオランダ語に翻訳し,また,ラデン･マ

ス･ノト.スロトは 『ラービンドゥラナ-ト･ダゴールの教育思想』と題する著作を出版した｡この著作を

読めば,ダゴールが西欧的教育制度をどのように捉えていたか知ることができる｡彼によればそれはノ､間を

や情報をつめこんだカバンクに作りかえる工場のようなものであった0

1927年ラービンドゥラナ-ト タゴール博士はジャワの地を訪れたoジョクジャカルタとスラー)フルタの両

土侯同を訪問することは,いうまでもなく彼の訪問のなかで逸すべからざることになっていた‥宮殿のガメ

ラン音楽の妙なる響きを背景にしてジャワの踊りがくりひろげられるのを日にした時の彼の驚きは去射;lrのも

のではなかった｡そののち彼は,自らが主宰するシャソティ･ニケタンの寄宿学校にジャワの歌と踊りとを

導入したいと語ったほどあった｡彼はその回顧録 (これもまたノト･スロトによってオランダ語に翻訳され

『ウダヤ』誌に掲載されている｡)の[巨ご, ≠ランゲン･マンドラ･ウォノロ'! (これは故ダヌレジョ上世に

よって編まれた人物劇)の舞台とラーマ ･ヤナ物語に由来するいくつかの演し物について,ジャワ人はわれ

われインド人が思いもよらないほど見事にインドの物語をかれらの舞台で実現することができるということ

を明らかにしている｡ジャワの土地と文化に対して彼が寄せている感情は,本号に掲載されている彼の 『巡

礼』という一文のなかに余すところなく語られている｡2)

中ジャワの侯国を訪れるに際して,タゴール博士はわれわれのタマン･シスワ学校を訪問することもその

念頭においていた｡彼がこの地-くる以前にバーク博士夫妻があらかじめやってきてこの世界的詩聖が克ち

寄るにふさわしい場所はどこであるかを調べた｡その際われわれの学校は自ら民族の理想に合致した教育制
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度をめざすものとして ≠見るに価する所々としての折紙をつけられた｡そして1927年8月にタゴー′レ博士と

その一行はタマン･シスワを訪問したのである｡彼はタマン･シスワ学校をめぐって歩きまた生徒たち自身

の手で演じられるガメラン音楽と歌唱,それにともなって演じられる≠バネムプロモクを見,そののちベラ
ンダに腰をおろした｡一方,チャテルジー教授が率いる随行団は各教室を巡ってタマンノ･シスワのシステム

が実際どのように行なわれているかを目にした｡われわれの教育について彼は先に述べた回顧録の車で,メ

マン･シスワほシャソティ･ニケタンと同じ土台の上に立つ学校であると述べている｡

あらためて記すまでもなくタゴールがわれわれを訪れたことは,なみなみならぬ影響を与えたOそれ以降

多くの者がわれわれの活動に日を向けざるをえなくなり,そして彼らのうちの大多数は ､＼払学位ケが野卑な

ものではない 3) ということを:理解するに至った｡

1927年のタゴール博士の訪問以来,タマン･シスワとシャソティ･ニケタンの関係は現在に圭るまで密接

であるOわれわれの何人かはラーピソドゥラナ-ト･タゴール師に仕えるべく,シャンティ･ニケタンのあ

るボルプールへ向けて旅立っていった｡その多くは現在までにジャワへ戻っており,またスブロト君とルス

リ君の両名は帰還以来マタラム (ジョクジャカルタ)にあるわれわれの婦人学校の職員としてその職責を完

うしつつある｡

その後またかのインドからも詩聖の紹介状を携えて何人かの客人がやってきた｡なかでも母親のスワミナ

ダソ夫人とシャンテイデーヴ･ゴース氏にともなわれてやってきたタゴールの女生徒,ムリナリニ嬢のこと

ほいまも記憶に新しい｡この三人はマクラムのタマン･シスワの寄宿舎に数カ月滞在したのであった｡とく

に記憶にとどめておきたいことは,故タゴールの愛してやまなかったジャワの踊りと音楽をシャソティ･ニ

ケタンの教科に導入するためにこの地を訪れてきた客人たちに対し,われわれの受入れ休制を完全ならしめ

るためにわれわれに与えてくれたスルタソ･-マンクプオノ七匹とジョクジャカルタ王宮の諸高官たちの精

神的 ･経済的援助についてである｡われわれのところを訪れてきたこれら三名の客人をめぐる話についても

うひとつ知っておいたほうが良いことは,マンクヌガラ侯と王妃とがタマン･シスワは外国からの客人を受

け入れこれを迎えるにすでに十分に ≠ふさわしいQということを表明されたことであるo

いまタゴール博士の逝去にあたって哀悼の意を表するに際し次のように申し述べたいと思うO それは,敬

人がマタラムのタマン･シスワを訪れた1927年にわれわれとタゴール博士との関係がはじめて結ばれ,たので

なく,精神的な意味においてはその関係はすでに1913年以来結ばれていたということである｡すなわちその

時われわれはラービンドゥラナ-ト･タゴールの理想が後の口にわれわれの道しるべとして用いることがで

きることをJLにしみて感じたのであり,そして事実それは,タマ/･シスワの創立以来インドネシア社会で

最大にして唯一の教育機関となる今日に至るまで,われわれの道しるべとなってきたのである｡

願わくばラーピソドゥラナ-ト･タゴール博士の魂が高貴な生涯を完うしたという功績にふさわしい場所

を天界において得んことを｡

〔KiHadjarDewantara,HHubunganKitadenganRabindranathTagore,HPuSara,Vol.XI,No.8,

Åug.,1941.(KiHadjarDewantara,KarjaK.H.DewantaraIIA Kebudajaan,Jogjakarta,1967,pp,

357-360.)〕

(訳 注)

1)キ ･-ジャル ･デワントロはスワルディ･スルヤニソグラットの別名である｡

2) 『巡礼』の中でタゴールは彼のジャワへの共感を次のように記している｡

はるかに遠い時代に,わたしたちは,わたしとあなたとは,

もう顔を合わせていました｡

その時,あなたの言葉はわたしの言葉とひとつに織り合わされ,

こころもまたひとつにとけ合っていたのです｡

:i) 私ヾ学校〟(wildeschool)とは,植民地政庁が政庁の認可を受けていない教育機関をきしで呼んだもの
であり,字義通りにみればそれは,や野放しo(wilde)の学校を意味している0
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